





































































































































































































cradle to the grave）という言葉がよく聞かれた。それは、第二次世界大戦
後のイギリスにおける社会福祉政策のスローガンであったものだが、教会
の交わりは、正に「ゆりかごから墓場まで」連綿と続くのである。人間の
交わりは、しばしば人生の節目節目において中断することがある。大学進
学とか就職とか結婚とかで、住む場所も変わり、人間関係も変わる。そし
て、その度ごとに、新しい人間関係の構築が求められる。しかし、教会の
交わりは、確かに教会が変わればその交わりも変わるが、キリストを頭と
する兄弟姉妹の基本的な交わりは変わらない。それは、海外に行っても同
じである。そのため、その交わりは、正にゆりかごから墓場まで続くので
ある。そこに、環境が変わっても変わらない人間関係があり、そこには生
涯にわたって互いに支え合うシステムがある。
　しかし、教会というのは、それが目指すものは普遍的価値があるとは言
新しい共同体（家族）の形成を目指して
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え、だれでもが直ちに共有できるものではない。そこには、信仰の問題が
あり、大きなハードルがあると言える。しかし、その理念とするところを
共有し、それを一つのモデルとして、将来の新しい共同体を考え、また現
実の取り組みに反映させることはできるであろう。そして、そのために、
いわば社会と教会との間に立つものとして、キリスト教学校（大学）があ
ると言える。
５．教会と大学と社会
　キリスト教学校は、社会とキリスト教（教会）を結ぶものである。明治
期以来、日本には多くのキリスト教の学校（幼稚園から大学まで）が設立
されたが、学校法人聖学院もその一つである。特に聖学院大学は、1988
年に明確な理念をもって建てられた。それは「聖学院大学の理念 10カ条」
にまとめられている。その中でも、社会との関連において重要なのは、第
3条と第 4条である。それは、以下のように謳っている。
第 3条―「プロテスタント・キリスト教は、特に近代世界の成立と
展開に独特な貢献を果たしてきたが、それゆえまた、現代社会におい
て固有な責任を負っている。本大学は真剣な学術研究と生きた教育、
霊的強化とを通して、このプロテスタント・キリスト教の現代文化に
対する責任という世界史的課題を大学形成において遂行し、希望ある
世界の形成に寄与せんとする。」
第 4条―「本大学は、日本におけるプロテスタント・キリスト教の
伝統及びその信仰的、文化的、教育的貢献に連なるとともに、その労
苦と苦心の経験に虚心に学び、その信仰、文化、教育活動の新しい進
展のために努力し、日本社会に対し新たな指標を打ち立てようとす
る。……」
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　聖学院大学は、プロテスタント・キリスト教に属する大学であるが、プ
ロテスタント・キリスト教は、近代世界の形成において、特に自由の深化
と拡大の点で大きな貢献をなしてきた。またそれゆえに、そのことに固有
の責任を負うとの歴史的認識があり、聖学院大学は、特に信仰、文化、教
育の分野において、積極的に社会に関わり、また貢献することを目指して
いる。そして、その背後には、そうした活動を生み出す共同体（教会）が
ある。欧米のキリスト教大学（学校）の多くは、教会によって生み出され
たものであり、そのため絶えず教会と社会との間にあってそれに橋渡しを
する役割を果たしてきたが、聖学院大学も、そうした役割を果たすことを
願い、また努力している。
６．新しい共同体（家族）の形成に向けての試み
　聖学院大学は、開学以来、社会とキリスト教（教会）を結ぶ働きを行っ
てきた。そこには、大きく分けて 2つの取り組みがあると言える。一つ
は、社会と大学を結ぶ取り組みで、これは社会と教会を間接的に結び合わ
せる働きであると言える。そして、全体から見れば、この働き方が多い。
それに対し、第二の取り組みは、大学を通して社会を教会へと結び合わせ
る取り組みで、それはより直接的な働きであると言える。聖学院大学は、
この 2つの取り組みを通して、社会を教会へと招き、また教会的価値を
共有する機会を持ってきた。
　以上の点を、もう少し具体的に触れると、前者で行ってきたことは、主
に人的交流と文化的交流である。まず学生が入学し、そして卒業していく
ということは、学生が大学生活を通してキリスト教に触れ、その価値観を
学び身につけることでもあり、それは学生を通して社会と大学が人的交流
を持つことに他ならない。また大学から社会へと教職員の派遣があり、行
政や文化活動を通してさまざまな人的交流が生じている。また文化的交流
も多く、公開講座やリカレント教育、あるいは聴講制度などを通して、主
に学習面での文化交流があるほか、地域に開かれた大学主催の音楽会や講
新しい共同体（家族）の形成を目指して
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演会などを通しての交流もある。また学生の音楽団体やボランティア団体、
あるいはゼミや有志による、さまざまな奉仕活動を通した交流もある。ま
た施設の面でも、大学図書館や 1号館の「１カフェ」などを地域の人た
ちに開放し、学びや活動の場を提供している。そうした活動やサーヴィス
の多くは直接キリスト教に触れるものではないが、大学を通してその背景
にあるキリスト教との間接的な接点となっている。
　それに対し、後者は、社会がより直接的にキリスト教に触れる取り組み
である。その中でも、最も直接的に教会に触れるのは、学生が授業を通し
て教会の礼拝に出席することであろう。というのも、学生は大学に属する
が、また同時に社会から言わば送り出されてきた存在でもあるため、学生
が教会の礼拝に出席することは、学生を通して社会が教会に接する一面も
担うことになる（聖学院大学では、教会礼拝への出席を授業の一環として
1学期に 1度課している。また学生たちは、学内で行われる礼拝へも授業
を通して出席している）。またそれ以外でも、学生たちは授業を通してキ
リスト教を学ぶと共に、音楽会・講演会・クリスマス行事等を通してキリ
スト教に親しんでいる。そして、その中には、音楽会やクリスマス諸行事
のように地域に直接開かれたものもあり、それらは教会への直接的な招き
ともなっている。
　以上のように、キリスト教学校（大学）は、教育機関であると同時に、
その教育を培っている人間の交わりを重んじ、教会に具現化されているそ
の普遍的価値を伝達・共有し、また教会そのものへの招きともなっている。
そうした仕方で、キリスト教学校（大学）は、社会と教会の架け橋となり、
社会にモデルとしての教会を提示している。
